
地

球

第
六
巷

十

1
年
定
期
北
鴻
道
頗
爆
詐
ミ
し
て
再
び
あ
る
轍
水
か
詞
萱
し
た
｡
本

編
に
細
斌
さ
れ
た
棚
水
は
次
の
八
肝
で
あ
る
O
(
〓

屈
斜
路
湖
､
摩
周

榔
二

二
〕阿
寒
湖
.
パ
ン
ケ
柑
~
(
≡
)然
別
招

.

(
四
童

箇
糊
､
(
五
)

タ
ブ
空
フ
ウ
シ
湖
~
カ
ル
か
ス
紹
rJ党
別
火
山
地
方
)I
(
六
)洞
爺
湖
J.

(七
).年
月
湖
､
岩
雄
茸
大

鋸

､
長
沼
､
狐
狗
独
棚
､
(八
)大
鋸
.
小
沼

源
詫
準

駒
ケ
獄
火
山
地
方
)O
各
糊
tこ
就

い
て
附
妃
の
地
貌
ー
湖
水
成

田
.
軸
岸
.
軸
捻
形
態
.
定

常

液
へ
セ
イ
シ
こ

､
受
水
.
排
水
.
水
他

水
泡
､
水
色
､
水
の
透
明
度
..
水
質
､
生
物
､
底
質
､
利
用
等
私
道
だ

詳
細
_こ
記
さ
れ
て
み
ろ
｡
附
す
る
に
Tt
ロ
-
顔
イ
ブ
版
へ風
虎
)七
輩
､

附
近
の
地
形
在
も
未
は
L
t
湖
水
輝
度
固
十
弗
.
他
の
風
儀
三
栄
及
師

岡
わ
以
て
親
等
に

1
厨
の
生
形
か
準

乙
て
摺
る
O
我
国
で
は
稀
に
観
ろ

湖
将
軍
的
瀦
萱
草
で
み
ろ
｡
猫
り
潮
田
嬰
に
腎
炎
す
る
所
が
大
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
､
飴
り
知
ら
れ
て
な
い
北
特
赦
の
火
山
私
明
に
L
i1
鮎
に

於
て
も
韻
賓
花
砲
撃
報
文
で
あ
る
.

〇
鵡
川
琢
治
分
解
地
包

重

用
大
阪
博
多
成
象
堂
密
行

大
サ
五
十
祖
糎
×
七

十
人
糎

各
某
別
放
地
名
党
別
付
足
慣
五
拾
践

駄
誹

幣

里

確

配
頑

コ

大
等

葦

三
月
芳

従
兆
各
肺
腺
の

一
枚
の
地
圏
t,
し
て
世
に
行
は
れ
て
居
ろ
も
の
は
地
蟹

的
現
解
の
な
い
人
連
の
手
で
描
か
れ
蟹
行
さ
れ
て
居
ii
が
潜
め
に
.
也

形
は
金
々
不
明
で
あ
る
し
､
町
や
市
の
炭
の
大
4t,り
考

へ
心
地
岡
か
ら

喋
ら
れ
光
か
つ
i1
｡
菅
韓
は
愛
_こ
小
川
戊
の
分
脈
地
固
私
事
に
す
る
こ

亡
が
出
兆
て
各
館
瓶
の
地
歩
的
の
現
象
か
研
究
し
.
地
理
的
嬰
乗
か
接

す
歩
合
にニ
静
岡
的
で
終
カ､
-
都
合
の
よ

い
､
富
ひ
換

へ
れ
ば
大
衆
的
な

第

7
蝶

品

七
四

地
閲
に
勧
め
て
仙
骨
づ
4i
の
で

み

ろ
｡
園
の
特
長
ね
こ
≡

述
べ
ろ
?,

地
形
な
衷
は
す
燭
め
_二
に
鴇
技
官
米
.
二
甘
発
.
四
官
光
､
六
甘
光
､

八
甘
兆
.
千
光
等
の
同
高

潔
が
拭
か
れ
且
つ
敬
階
の
故
色
で
高
低
が

一

日
に
則
る
様
に
な
っ
て
店
る
｡
且
つ
官
光
以
下
は
平
地
tJ基
地
U
で
設

包
む
辺

へ
て
居
ろ
｡
其
の
色
食
も
わ
よ
り
池
-
な
-
て
敦
親
和
見
ろ
邪

魔
に
な
っ
て
居
な

い
0
市
及
人
口

l
蕗
以
上
の
町
は
赤
色
で
鮮
胎
が
示

ruれ
て
居
ろ
の
も
嬉
し
い
｡
純
水
や

州
の
生
野
郡
が
藍
で
故
旬
さ
れ
て

ゐ
る
の
は
総
論
で
あ
る
が
大
阪
府
国
共
に
放
け
る
大
阪
母
は
三
色
で
拭

健
が
示
さ
れ
.
蛾
賀
熔
固
菜
で
は
琵
琶
湖
の
探
度
が
同
探
線
で
描
か
れ

て
居
ろ
｡
村
名
の
字
憶
が
明
瞭
で
あ
ろ
6)徳
甚
だ
よ
い
.
柑
界
は
記
入

さ
れ
て
居
り
ー
全
部
の
大
字
名
tJ多
-
の
小
学

も
改
組
さ
れ
て
居
ろ
O
･

魯
魚
の
訳
ーェ
極
め
て
稀
で
寧
ろ
日
本
地
図
帖
よ
り
も
此
鮎
は
勝
っ
て
周

る
三
石
へ
ろ
｡
静
通
の
他
国
は
折
る
+)
切
れ
易

い
が
､
之
か
防
ぐ
食
め

_二
本
樹
は‡
慕

打
さ
れ
て
ゐ
ろ
の
は
繁
用
か
主
眼
1)
し
て
周
る
の
か
楼
梯

し
て
屠
る
J]
看
ら
れ
る
0
地
名
索
引
は
別
放
な
た
L
i1
小
股
子
で
之
に

は
濁
り
地
名
許
り
で
瀬
-
岡
上
改
組
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
に
亘
っ
て
居
て

雄
略
天
畠
陵
も
め
れ
ば
生
野
中
蝉
校
も
あ
り
.
之
等
の

位混
む
地
岡
上

に
直
11
接
し
求
め
終
る
か
ら
甚
だ
便
利
で
あ
る
｡
本
分
願
地
陶
は
引
賦

与
撃
灯
さ
れ
岬
-
呈

一句
ふ
‥
ミ
で
あ
る
が
.
'･,),つ
か
日
本
虫
部
に
亘
っ

て
早
-
公
tこ
さ
れ
i1
い
も
の
で
あ
る
｡

〓
〓
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0

ヤ
勝

轟

の
破

裂

北
鴨
池
石
狩
同
及
び
十
勝
隅
の
域
上
に
讐

止

せ
る
十
勝
括
り
中
央
火
口
丘
叱
る
硫
黄
日日
に
五
月
二
十
凶
=
午
後
蛸
時

大
音
響
TJ共
に
破
裂
L
t
｡
破
製
に
伸
-
て
項
上
附
近
に
み
ろ
細
水
が

炎
流
し
て
大
鵬
流
は
北
歯
の
方
向
弟
咲
川
及
び
四
北
西
の
方
向
富
良
野

川

へ後
者
は
空
知
川
上
班
､
何
れ
も
石
狩
川
の
支
流
)
の
渓
谷
か
奔
流

し
､
典
蟻
川
の
谷
に
於
t
Jは
高
さ
六
尺
以
上
の
洪
水
大
河
な
次
す
る
勢

か
以
て
統
下
し
水
田
三
千
町
歩
畑
四
甘
町
井
は
金
-
砂
沢
の
下
に
埋
誠

L
i1
｡
富
良
野
川
の
谷
に
於
て
は
高
さ
二
十
飴
尺
の
離
水
が
押
寄
ぜ
新

非
細
野
鹿
歯
か
全
滅
せ
し
め
住
民
家
畜
の
死
傷
移
し
-
下
流
の
概
道
線

路
上
に
は

i
畦
以
上
に
亘
り
て
三
尺
程
の
粥
砂
な
堆
積
し
て
列
車
か
不

漁
九

らし
め
i1
｡

常
時
発
泡
そ
の
他
狙
臥
せ
ろ
ii
め
七
は
正
確
七
番
は
明
か
で
屯
い
け

れ
ご
-
常
府
の
調
資
概
罪
に
ょ
れ
ぼ
搬
審
高
六
甘
開
脚
､
経
書
戸
数
二

甘
七
十
'
死
者
官
四
十
六
翁
､
頚
偽
者
二
有
名
~
田
畑
千
三
宵
いけ
渉
t

回
復
の
見
込
稚
し
ま

百
ふ
D
敢
北
大
輿
の
田
中
館
林
帥
及
派
過
敏
投
は

直
ち
に
現
場
妨
萱
に
糾
掛
け
ら
れ
il
TJ
い
ふ
か
ら
蝉
術
的
に
も
漸
次
鼠

粕
が
明
ら
か
に
な
っ
て
氷
る
で
わ
ら
う
.

･

破
裂
前
の
疏
玉
山
は
旭
川
測
候
所
の
翠

炎
にこ

よ
れ
ば
五
月
四
日
頃
か

ら
小
嶋
勤
ノ仲
始
め
五
月
七
日
牛
後
八
時
鳴
動
寸品
ハに
小
噴
火
む
な
し
火

故
紙
十
尺
_ニ
昇
り
焼
石
な
噴
出
し
多
少
の
降
灰
が
め
り
､
同
士

ニ
H
_噴

姻
移
し
-
午
後
四
時
現
場
軌
あ
り
山
鬼
に
地
霞
め
り
.
同
十
四
日
哨
姻

戚
_こ
し
て
姑
日
輪
.I,,連
縛
的
嶋
軌
あ
り
.
裾
に
入
り
て
峨
槻

,ヾ*
'に
火

柱
私
見
､
地
盤
頻
繁
｡
同
十
五
日
は
鳴
動
崇
さ
も
午
後
三
時
頃
に
謙
り

次
雄
に
嚢

へ
時
々
服
き
鳴
動
あ
り
.
同
十
六
日
賦
姻
族
ん
な
る
も
鳴
軌

相

槌

ほ
や
み
午
前
中
は
微
弱
な
ろ
嶋
軸
あ
り
､
同
十
七
日
嶋
劫
終
櫨
L
ii
ろ

-
哨
掴
施
ん
で
あ
っ
た
ミ
い
ふ
o

此
姥
の
破
裂
の
数
日
前
旭
川
測
候
所
長
等
の
繁
地
餌
食
に
ょ
れ
ば
規

格
は
峨
朋
盛
ん

_こし
て
火
柱
は
数
十
尺
に
上
･p
噴
火
口
附
む
_二
は
多
数

の
焼
石
が
飛
散

LIE
璃

叫
辞
･1ニ
降
沢
が
あ
り
ー
監
動
は
把
紋
し
横
井
の

野
焔
は
四
五
丈
に
も
治
し
て
ゐ
i1
｡
倣
紀
は
岱
峨
火
口
の
両
壁
･1
倣
し

て
ゐ
㍗
｡
常
火
口
内
の
低
所
に
は
先
年
ま
で
見
な
か
つ
i
i直
径
凡
そ
五

十
問
水
抹

7
約
五
尺
の
漸
湖
水
が
蟹
見
さ
れ
iI
.

犠
僚
後
の
硫
栗
山
は
二
十
六
日
衣
よ
り
揺
烈
な
山
鳴
り
む
な
し
､
二

十
七
日
午
前
四
時
凹
十
<
分
ま
で
に
二
回
常
地
_こ
ほ
例
の
な
い
弧
霞
が

あ
り
.
同
日
午
後

1
時
四
十
分
頃
よ
り
叉
様
々
i
L
為
銀
掴
む
職
を
始
め

i1
｡
附
.近
施
政
そ
の
他
の
生
物
は
全
部
握
死
し
て
ゐ
il
TJ
い
ふ
事
で
み

I.(.O十
勝
盾
は
最
高
所
二
千
七
十
七
光
.
夜
火
山
に
し
て
替
火
口
壁
は
略

術
糾
形
む
な
し
.
長
洲
は
筒
北
_ニ
約
千
光
､
痩
軸
は
約
六
官
光
で
､
北

蟹

は
中
央
火
口
丘
(.*
瓶
_ニ
疏
繋
山
tJ
い
ふ
)
の
境
地
及
び
そ
の
後
の
梅

暦
に
ょ
つ
て
破
壊
さ
れ
て
ゐ
る
O
中
央
火
口

丘
は
唯

i
で
蜘
鎌
形
わ
な

.J
哲
火
口
内
_こ
け
五
個
の
爆
裂
火
口
が
あ
り
ー
以
前
中
央
火
IL1
丘
の
南

側
_二
放
け
る
爆
裂
火
口
及
び
中
央
火
口
丘
の
北
々
肘
の
中
脳
よ
り
盛
ん

･1
倍
嵐
し
硫
安
か
昇
華
し
て
附
.kLJ
の
岩
石
か
躍
蝕
し
て
ゐ
i
LO
今
度
燐

蟹
L
ii
.
正
確
花
箇
所
も
迫
力
て
知
ら
れ
る
で
わ
ら
,つ
｡
岩
石
は
外
輪

山
か
瀬
で
も
の
は
耽
概
角
関
節
輝
石
安
山
岩
で
.
中
火
火
口
丘
か
な
す

J
の
及
び
北
カ
ー二
流
れ
や
ろ
熔
岩
は
､
概
慣
帥
郷
石
安
山
岩
で
み
ろ
0

(大
阪
毎
日
新
聞
'大
阪
朝
日
新
聞
へ
五
:
二
十
式
日
-
二
十
七
日
)納
冨

富

七
五



地

球

弟
六
省

戊
石
狩
圃
空
知
耶
十
熔
蔚
附
耽
域
疎
放
琉
紫
瑚
調
査
雑
文
､
大
正
九
年

(臆
病
梯
省
麟
物
納
資
報
せ

讐

[十
八
鵬
).
醐
保
戊
北
緯
泣
地
質
報

文
下
の
こ
明
約
二
十
四
年
に
糠
ろ
)
(春
本
)

o

布

哩

に
於

け

る
邦

人

の
別

邸

園

布
嘩
り
伽
排
栽
培
は
ま

1,
し
て
和
吐
息
n
ナ
弛
'1
マ
ク
リ
地
増
光
ろ
が
此
虞
聖

二
咋
引
措
rO
布

暁
慮
伽
排
の
市
仰
好
祝
な
る
か
以

て

一
時
束
適
せ
L
本
姓
も
再
び
嘱
目

せ
ら
れ
､
ハ
マ
ク
リ
地
方
.i
て
今
回
米
他
人
ル
イ
リ
ン
兄
弟
が
所
帯
継

皆
し
雑
れ
ろ
火,
サ
イ
ロ
伽
郷
間
か
同
兄
弟
に
二
十
蝕
年
悦
ば
れ
多
大
の

鯉
験
松
柏
ii
ろ
本
竹
熊
本
願
成
木
那
大
道
村
奥
村
健
次
郡
長
男

1
行
の

名
義
に
て
貸
腰
紐
玲
す
る
=
寸)
ゝ
七
･=
太
平
洋
伽
排
栽
培
曾
祉
亡
改
名

し
て
布
ル
イ
y
y
兄
弟
よ
り
三
十
五
ヶ
年
閥
>
-
ス
し
年

一
紙
弗
の
地

代
和
文
排
ひ
て
経
哲
ザ
ろ
‥
寸J
J
な
れ
リ
､

茄
桝
地
軸
積
八
甘

エ
ー
カ

ーー
ー
共
中
四
甘
兆
加
は
俄
に
根
付
酒
に
て
昨
年
は
伽
排
千
二
官
バ
イ
キ

二

バ
イ
キ
は
す
封
雌
)仰
梅
見
横
三
詣
弗
か
慮
出
せ
り
､
関
の
発
射
慮

評
伯
十
八
籍
弗
に
し
て
現
下
和
畦
に
於
け
る
同
胞
間
の
樹
潜
叱
る
額
策

･rJ
し
て
大
に
沈
日
せ
ら
れ
つ
ゝ
め
り
.

′/=月

･LtTt-

Tlq

t
-

Ttl

質

疑

魔

笛

EL
tTt:-

ttl

Tth

看

一

間

神
曲
山
脈
と
断
層
山
脈
の
特
性
及
び
相
互
関
係
へ文
捻
)

沓

摺
曲
迩
軌
t,
地
塊
7.a
勤
1}
の
地
力
撃
的
粕
輿
は

二
百
Li
L
三
百

へ
ば
前
者
は
地
勉
の
袈
軒
が
横
越
力
み
受
て
屠
る
鴫
棚
に
起
り
O
後
者

ほ
強
力
な
受
け
て
周
る
地
域
に
生
ず
為
｡
叉
多
-
の
蟻
食
前
者
は
造
山

第

7
舵

買

七

六

道
劫
砧
未
は
し
縁
者
は
週
随
.q
脚
在
来
托
す
D
然
し
雌
の
横
魔
力
及
び

旗
カ
が
也
す
べ
ぎ
地
質
撃
的
脱
問
は
兆
し
て
単

7
な
る
･i
り
で
は
九･5
い

可
成
り
多
頓
な
る
以
田
に
依
っ
て
銀
じ
.
叉
或
る
様
の
現
象
に
封
し
て

は
束
だ
信
組
し
終
ろ
説
明
す
ら
粥

へ
ら
れ
て
居
な
い
o
稜
々
な
る
地
質

現
象
の
内
､
地
球
衆
相
の
過
状
.1
射
し
て
最
-
影
響
が
大
な
り
TJ
規
は

る
ゝ
も
の
の
四
佃
か
列
鍵
す
れ
ば
州
地
球
の
収
縮
.
例
的
戟
均
循
の
現

象
ー
㈲
大
陸
の
穆
潮
及
び
仙
ラ
デ
イ
サ
ム
放
射
熱
に
依
ろ
岩
脈
神
の
周

期
的
融
解
で
や
b
-
｡
著
し
腎
て
地
質
賢
者
.L
想
像
し
た
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